
平成３０年度薬物乱用防止啓発用ポスタ－募集要領 

 

１．趣旨 
我が国の平成２８年中の薬物事犯による検挙者数は１３，８４１人と１万

人を超え、このうち覚醒剤事犯が１０，６０７人と７割以上を占めています。 

覚醒剤事犯の検挙者数は減少したものの、押収量は大量密輸事件の検挙が

相次ぎ大幅に増加し、平成１１年の次ぐ過去２番目の押収量を記録するなど、

深刻な状況がうかがわれます。 

大麻事犯の検挙者数は、平成２１年をピークに減少傾向でありましたが、

平成２６年から増加に転じ、平成２８年は、２，７２２人とさらに増加しま

した。 

また、危険ドラッグ事犯については、検挙者が前年と比べ減少し、９８８

人となりました。 

その中で、少年の覚醒剤事犯の検挙者数は１３６人と前年より１７人増加

し、大麻事犯も２１１人と６７人も増加しました。危険ドラッグ事犯は１４

人と１６人減少したものの、インターネットを利用して入手するなど、若年

層を取り巻く環境において予断を許さない状況となっています。 

本県においては、平成２９年の薬物事犯による検挙者数は、覚醒剤は前年

より７人減少し１５人、大麻は前年より増加し６人となり、危険ドラッグに

よる検挙者数はありませんでした。 

本県の薬物事犯による検挙者数は全国の状況に比べれば少数ですが、現在

はインターネット等の普及により地域を選ばず薬物が流通するため、本県で

もいつ急激に増加しないとも限りません。 

 薬物乱用を防止するためには、密輸や密売といった供給側に対する取締り

を行う一方で、薬物乱用に対する正しい知識の普及啓発を行うことが重要で

す。 

 ついては、県内の中学生及び高校生から薬物乱用防止に関するポスターを

募集し、薬物乱用の恐ろしさについて意識の醸成を図っていきます。 

なお、入賞作品は本年度作成するポスターの図案として活用します。 

 

 
２．主催 
 島根県、島根県薬物乱用対策推進本部 

３．後援 
 島根県教育委員会 

 中国四国厚生局麻薬取締部 

４．応募資格 
島根県内の中学生及び高校生 

５．応募方法 
・用紙：Ｂ３(364mm×515mm)又はＡ２(420mm×594mm) 
・デザイン型：タテ型 

・色数・文字：自由 

・応募作品の裏面に学校名、学年、氏名を記入してください。 

６．応募締切 

 平成３０年９月２０日（木）（当日消印有効） 

７．応 募 先 
〒690-8501 松江市殿町１番地  

島根県健康福祉部薬事衛生課 薬事・営業指導グループ（℡0852-22-6529） 

８．審    査 
島根県、島根県薬物乱用対策推進本部関係者により厳正な審査を行います。                                                                       

９．入賞作品の発表 

  入賞者の在籍する学校長あて連絡します。 

10．表  彰 
入賞作品を次のとおり決定し、賞状及び副賞を贈呈します。 

    県知事賞 １点  健康福祉部長賞 ４点  佳作  若干 

11．そ の 他 
・応募作品に関する一切の権利は主催者側に帰属するものとします。 

・入賞作品は県内公共施設での展示を予定しています。 


